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大阪狭山市内には、大阪府の史跡名勝に指定されております狭山池をはじめ

として多くの文化財があります。狭山池ではダム化に伴う発掘調査によって多

くの遺跡、遺構が出土し、平成13年の3月 にはその成果を中心に展示した大阪

府立狭山池博物館がオープンいたしました。

このような調査と併行いたしまして、本市の教育委員会では平成 2年度より

個人住宅などの建築に伴う発掘調査を継続的に実施 してまいりました。本年度

は狭山藩陣屋跡、東野廃寺、金蔵寺跡などの遺跡で調査を実施し、貴重な成果

を得ることができました。本報告書はこれらの調査成果をまとめたものです。

本書が地域の歴史を考える上での一H/tと なれば幸いです。

調査にあたりましては、建築主の皆様ならびに周辺の皆様に多大なご協力を

賜 り、厚く感謝いたします。

今後とも本市の文化財保護行政に対するご理解とご支援のほどをよろしくお

願いいたします。

平成14年 (2002年)3月

大阪狭山市教育委員会

教育長 澤 田 宗 和
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1.本書は国庫の補助を受け、大阪狭山市教育委員会が平成 13年度事業として大阪狭山市内

で実施した個人住宅住宅建築等に伴う埋蔵文化財の緊急発掘調査の結果をまとめた概要

報告書である。

2.書に収録した調査は以下の通 りである。

1狭山藩陣屋跡 01-1区、01-4区、

2茶爽木北遺跡 01-1区

3東野廃寺 01-1区

4金蔵寺跡 01-1区

5狭山新宿遺跡 01-1区

3.現地調査は大阪狭山市教育委員会生涯学習推進課市川秀之が担当し、同課谷義浩がこれ

を助けた現地調査においては正名直方、鳥山文夫、米澤孝成、古西健治、松波宏ら各氏

のご協力を得た。

4.内業作業については市川秀之が担当し、若宮美佐、橋本和美、笹岡裕里子、永橋千代子、

小坪寿美子ら各氏のご協力を得た。遺物の写真撮影の一部は阿南写真工房に依頼した。

5.本書の執筆・編集は市川秀之が担当した。
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は じめに

大阪狭山市内では 1960年代以降に急激な人口増加が生じ、南部の丘陵地を中心に住宅

開発が進んだ。80年代以降はそのころの勢いは衰えたものの、小規模な開発はなお盛んで

ある。また近年では60年代、70年代に新築された住宅の建て替えの時期が到来しており、

これらに伴う埋蔵文化財の発掘調査は微増の傾向にある。ことにここ数年は狭山陣屋跡の

中心部において歩道の設置事業が進められており、その周辺において住居の移転や建て替

えが頻繁に行われており、これにともなう発掘調査が本市における発掘調査の中心になっ

ている。

大阪狭山市内の遺跡分布および地形分類は図 1の とおりである。大阪狭山市は西側の泉

北丘陵と東側の羽曳野丘陵にはさまれた場所に所在するが、この両丘陵の間にいく筋かの

南北方向の谷筋が走っている。これらの谷筋からは旧石器、縄文時代の打製石器がいくつ

か発見されている。

弥生時代の遺跡としては市域南部の高地において、弥生時代後期の集落が検出された茶

東木遺跡がわずかに知られるのみである。

古墳時代前期の遺跡についてもいまだ明らかでないことが多いが、狭山池北側の池尻遺

跡で庄内期の遺構、遺物が確認されており、狭山神社遺跡でも当該期の遺物が出土してい

る。今後沖積面での調査が進めばさらにこの時期の遺跡も増えることが予想されよう。

古墳時代中期に入ると、泉北丘陵を中心にその築造が展開された陶邑窯跡群が東方へと

その領域を拡大し、本市西端にあたる陶器山丘陵とその北側に広がる高位段丘の斜面に須

恵器窯が多く築かれた。古墳時代後期の6世紀中葉から後葉になると、陶邑窯跡群はさら

に東方に広がり、本市域中に広く分布している中位段丘や開析谷の斜面にも窯を築き須恵

器生産を行うようになった。 7世紀代に入つても須恵器生産は継続するが、 7世紀中葉か

らは窯の数も減少していく。

わが国最古の溜池といわれる狭山池の築造をめぐる諸問題については、長 らく議論があ

ったが、狭山池ダム化工事に伴つて狭山池調査事務所が行った一連の発掘調査によって、

築造年代は 7世紀初頭であることが明らかになった。発掘調査では、狭山池内において中

樋遺構、東樋遺構、西樋遺構、木製枠工などさまざまな遺構が次々に検出され、当地域の

歴史像は豊かさを増すこととなった。

狭山池が築かれた西除川 (旧 天野川)に沿つた大きな谷の東西に広がる中位段丘面上に

は、 7世紀後半の寺院跡である東野廃寺、中世城館の池尻城跡、中世集落跡の庄司庵遺跡、

古代から中世にかけての寺院跡である狭山神社遺跡、近世城館の狭山藩陣屋跡など、古代

から近世にかけての諸遺跡が成立している。池尻城跡では 1985年 に大阪府教育委員会に

よって大規模な発掘調査が行われ、またそのほかの遺跡でも開発にともなって発掘調査が

継続的に実施されている。
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1.狭山藩陣屋跡

狭山藩陣屋跡は、狭山池東側に広がる中位段丘上に立地する近世の城館跡である。豊臣

秀吉によって小田原城を落とされた戦国大名北条氏の末裔が、近世初期にこの地に陣屋を

開き、以後明治維新にいたるまでの間、一貫して陣屋が営まれていた。陣屋は北側の上屋

敷と南側の下屋敷にわかれているが、御殿は上屋敷のもっとも北側に設けられ、その周辺

には上層の武士の屋敷が建ち、上屋敷の外周部や下屋敷には下層の武士団が居住していた。

また下屋敷は狭山池に面した景勝の地であり、藩主の別邸も建てられていた。

狭山藩陣屋跡では1987年以降、大阪府教育委員会や大阪狭山市教育委員会によって発

掘調査が行われている。いずれも個人住宅の建築などに伴う小規模な発掘調査ではあるが、

その成果を組み合わせることによって陣屋の構造が明らかになりつつある。これまでの調

査では陣屋が建築され近世初期を遡る遺物、遺構はほとんど検出されていない。上屋敷に

ついてはほぼ前面にわたって上下 2面の遺構面が確認されており、出土遺物からみて上面

は天明 2年 (1782)の 大火以後の遺構面、下面はそれ以前の遺構面と考えられる。陣屋内

で検出された個々の遺構の性格は多様であるが、遺物を多く含むのは家屋の周辺と思われ

る場所に掘削された土墳が中心である。おそらくは火災などの後でこのような土渡に廃品

が投棄されたのであろう。遺物は日常的な生活用品が中心であるが、硯、水滴などの文房

具の出土が比較的多いのは武士の生活の一端を示すものであろう。産地は肥前や堺など国

内のものが中心であるがまれに外国産のものがみられる。また下屋敷では発掘調査の数こ

図 2 狭山藩陣屋跡調査区位置図 (S=1/5000)
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そ少ないものの、やはり家臣の屋敷地などが発掘されている。平成13年秋にはこれらの陣

屋の発掘成果を中心に、大阪狭山市立郷土資料館において特別展 「狭山と畿内の陣屋を掘

る」が開催されている。

なお大阪狭山市教育委員会では本書に報告したもののほかに狭山藩陣屋跡で 3箇所の調

査を行っている。これらは公共工事や開発工事に伴う調査であるので別に報告書を刊行し

そこに報告している。

(00-8区 )

狭山4丁目2492-1に所在する。住宅の建築にともなって発掘調査を実施した。予定さ

れている建築物の規模に合わせて東西 800cm、 南北680cmの調査区を設定し、機械および

人力で掘削をおこなった。この地点における遺構面は 1面だけで現状地盤から20cmさがっ

た場所で検出した。調査の結果、土墳、石列、おちこみ、溝など多くの遺構を検出した。

石列 1は調査区の西端から中心部に向かって伸びる東西方向の遺構で調査区内において

長さ200cmで あった。幅92cm、 深さ20cmか ら1 5cmの 東西方向の溝を掘 り、その南側に計

1 5clll程度の自然石を一列一段に並べたものである。石列は溝の肩を保護する目的のものと

考えられ、本来は溝の北側にも同様の石列が存在した可能性もある。この溝はまっすぐ東

側に伸びて埋甕遺構 2にあたって止まるが石列はさらに少しのびて落ち込み遺構に至って

いる。

埋甕遺構 2は直径 32cm、 器高2 9cmの 陶器甕を穴を掘つて埋め込んだものである。甕は

ほぼ完形の状態で出上した。

落ち込み遺構はこの石列 1や埋め甕遺構 2の東側に所在する東西225cm、 南北 187cm、

深さ2 0clllの 長方形の遺構である。遺構の一部は撹乱によって破壊されている。 この遺構

の底部はほぼ平坦に仕上げられ、底面および側面には 2 cmの厚さで黄茶色の砂をはりつけ

ている。またこの遺構のほぼ中心部には直径 2 5clllの土墳があり、その埋土からは多くの遺

物が出土している。この上墳の上部には斜め上の方向に立てられた土管が出土している。

またこの遺構の埋土の中には黄茶色砂のブロックが多く含まれていた。これらは側面、底

面などにはりつけられた砂と同じものである。これらの状況からこの落ち込み遺構はカマ

ドの下部構造であると考えらる。カマ ドの本体はこの落ち込み遺構の上に据えつけられた

ものと考えられる。はりつけられた砂はカマ ドの熱伝導を防ぐためのもの、また土墳は炊

き日のために掘り下げられたもの、土管は煙出しとして用いられたものであろう。

落ち込み遺構の北側約30%ほどは近年のものと思われる撹乱によって削 られており、

この遺構と他の遺構との関連は不明である。そのさらに東側には石列 2が存在する。これ

は 2列の石列によってはさまれた東西方向の溝状遺構で、溝は調査区内において240cm、

深さ15 cm,幅は 3 5clllで あるが、東側の140cm分については幅65cmと太くなっている。

この部分については北側の石列はなくなっている。おそらくこの溝は西側の落ち込み遺構

にまで伸びていたものと思われる。またこの石列 2は先に述べた石列 1と ほぼ同一線上に
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並んでいる。

この石列 2の南側には、調査区内において南北 27 5cm、 東西 375cm、 深さ8 5cmの土墳

lが存在する。石列 2はこの上崚 1の埋土の上に存在することから土墳 とは石列 2に先行

する時期の遺構である。

土墳 1の遺構埋土からは多くの瓦片などが出土しているので、これは投棄用に掘削され

た土墳と思われる。この上墳 1の埋上の上面、すなわち石列 2な どと同一平面上に埋甕 1

が存在した。これは土師質の甕を地面を掘削して埋め込んだものであるが、甕の上部は亡

失しており、底部の 8 cmほ どが残存していた。この甕が埋められた遺構面は今回検出した

遺構面よりさらに上に存在したものと思われるが、すでに削平を受けたためか、その遺構

面を検出することはできなかった。

また先に述べた埋甕遺構 2か ら北側に300cm伸び、そこから90度東側に曲がる溝 1が

検出されている。屈曲点からはまっすぐ東側に伸び調査区内における長さは600mと なる。

この溝の南側肩の一部に長さ237cmにわたって平瓦を一列にならべた箇所が

あった。溝 1の屈曲点から西に165cmの 箇所には穴を掘って据え置かれた石がみられた。

この石は直径2 5cmの扁平な石で礎石と思われる。またこの溝の南側で不整形の土渡が二

つ東西に並んで検出されている。西側の上墳 2は調査区内において東西 16 2cm、 南北150

cm、 深さ3 5cm。 東側の上墳 3は同じく調査区内において東西15 5cm、 南北18 2cm、 深さ

25cmで あった。

これら一連の遺構の性格は必ずしもあきらかではないが、落ち込み遺構をカマ ド跡と推

定し、またそのかたわらにあった埋甕遺構 2を水甕と考えると、これはあきらかに武士の

屋敷の台所部分であると考えられる。埋甕遺構 2につながる溝 1や石列 1な どは台所から

屋外に水を排水する機能を持つたものと考えられるだろう。溝 1の平瓦が並べられた部分

は雨落ちの部分と思われるので溝 1の屈曲点から東側は野外の雨落ち溝と思われる。この

ように考えると溝 1よ りも南側に建物が設けられていたこととなる。

この調査区で検出された遺構面はこれまで述べてきた 1面だけであるが、埋甕遺構 1の

出土状況などをみると明らかにこの面よりも上にも遺構面が存在したものと思われる。狭

山藩陣屋跡上屋敷の北部ではこれまで上下 2面の遺構面が検出されることが多かつたが、

本調査区での遺構面はこのうち下の遺構面に対応するものと思われる。また石列 2が土墳

1が埋められた後に設けられているようにこの遺構面における遺構の間にも時期差を考慮

すべきであろう。

00-8区 より出土した遺物は図4～ 6、 及び表 1に示 した通りである。
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面

号

図

番
遺   構 器 種 産  地 口 径 器  高 文 様 そ  の  他

1
遺構面掘中・

溝 1

陶器・蓋
(つ まみ付き)

2.4cm

2 遺構面掘削 ミニチュア羽釜 4 cm 2.lcm (緑釉)草花

遺構面掘削中 陶器・中水注蓋 瀬戸美濃系 5.6cm 1 8cm (黄色の透明釉) 受部径 8 cm

4 遺構面掘削 陶器 。中水注蓋 瀬戸美濃系 2.2cm (鉄釉)

5
遺構面掘削
中(溝 2付近)

土製品・鳩笛 不明 3.3c皿 左右型合わせ 幅 5.4cm

6 遺構面掘削
中(溝 2付近)

土人形 不明 2.2cm 円盤状に右三つ巴 幅4.4 cm

7 泥面子 0.7cm 幅 1.7 cln

遺構面掘削
中(溝 2付近)

陶器・中水注蓋 瀬戸美濃系 7.4cm 1.6cm (茶褐色釉)

遺構面掘削
中(溝 2付近)

陶器・中水注 瀬戸美濃系 6 2cm 9。2cm (茶褐色釉)

遺構面掘削
中(溝 2付近)

陶器・小鍋 瀬戸美濃系 10.8cm

溝 2中 土器・灯明皿 64cm 0.8cm (透明釉)

溝 2中 土器・灯明受皿 9 2cm 1.7cm (透明釉)

溝 2中 土器・灯明皿 6 6cm 1.2cm (透明釉)

14 溝 2中 陶器・中椀 瀬戸美濃系 9 2cm 5。4cm 氷割文 (透明釉) 高台径 3.2 cm

落ち込み内の
土管 磁器・小椀 備前系 6.6cm 6.4c皿 (透明青色釉) 高台径 3.6 cm

16 落ち込み内 陶器・急須 6.7cm (透明釉)

土杭 3の 中 磁器・中鉢 備前系 16.6cm 6.4cln

染付 (外面)唐草
緊ぎ・高台裏二重
角に

高台径 9 cm

渦福 (内面)?・
見込み花 (透明釉)

磁器・中椀 備前系 10.8cn 5.7cm
染付草花
(透明釉)

高台径3.4cm

19 遺構内より上
(断面中)

陶器・蓋 京焼系 10clll 9.7cm 三重円に筆模様 受部径 13.2 cn

つまみ径 3.6 clll

埋甕 1 磁器・水滴 備前系 2 cm 染付花 (透明釉) 幅7.4cm

土器・不明 (脚付き) 丹波 4.5cn 底径 16.6 ca

22 落ち込み内 陶器・香炉 瀬戸美濃系 10cm 6.9cm 青・緑・無色釉

硯 側面に字模様
幅 6.l cm

長さ 7.9 cm

厚さ 2.lc皿

24 隅瓦 嘘言22.8 cm

25 溝 2中 土器・焙烙 27cm 5.2cm

26 埋め甕 2 せつ器 。播り鉢 堺 6 cnl 底径 17.6 cln

落ち込み内の
上管

陶器・大鉢 唐津 33cm 12.8cm 刷毛の波模様 高台径 9 cm

28 土杭 3中 陶器・鉢 唐津 41cm 7.6clll (白色釉)

29 土杭 1中 瓦質・甕 32cIB 27.5clll 底径 28.4clll

埋甕 1 土器・甕 404cm 8.5cm

埋甕 2 陶器・甕 丹波 47cm 30.2cm (灰釉)

表 1 狭山藩陣屋跡 00-8区出土遺物観察表
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(01-1区9

狭山 2丁目2395-1外に所在する。住宅の建築に伴つて基礎の影響を受ける部分につ

いて平面的な調査を実施した。現状地盤か ら1 0clll～ 2 5cm掘削した高さにおいて地山面で

ある黄茶色シル トからなる面を検出した。この面において遺構の検出に努めたが明瞭な遺

構を検出することができなかった。ただ調査区の北側のトレンチにおいて金属分を含む黒

灰色土を埋土とする土渡状の掘 り込みをいくつか検出しているが、いずれも比較的近年の

ものと思われる。また調査区の西端において北側にトレンチを掘削し遺構の所在を確認し

たところ、深さ 2m以上にわたって地山が北側に下がつていくことが確認できた。 これは

その位置から考えて狭山藩陣屋上屋敷の西側を画していた濠であるお庭池の南岸の一部で

あると考えられる。お庭池は近代以降少しずつ埋め立てられ現在は北側でわずかに残って

いるに過ぎないが、01-1区のトレンチで確認されたものもこのような埋め立ての跡と思

われる。岸には護岸を示す石垣、杭列などは検出できなかった。本調査区において出土し

た遺物は図 8および表 2に掲載した通 りである。これらはいづれも包含層掘削中に出土し

たものであり、遺構に伴う遺物を検出することはできなかった。遺物のなかには明かに近

世のものを含んでおり、明瞭な遺構が検出できなかった今回の調査地周辺にも陣屋に伴う

遺構がかつて存在 したことがうかがえるだろう。

図 7 狭山藩陣屋跡01-1区遺構断面図 (西側)(S=1/80)
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狭山藩陣屋跡01-1区出土遺物図 8

面
号

図
番

地 区 聖
四 種 産 地 口 径 器 高 文 様 そ の 他

1 ⑤トレンチ清掃中
磁器・小碗 (半

筒形)
肥前系 5.9cm (染付)透明釉 高台径 4.2clll

2 ①トレンチ落ち込み 土器・ミニチュア 5.4cm 2cm 透明釉

3 ④トレンチ方形土墳
磁器 。薄手酒杯
(端反形)

肥前系 5。2cm 2.7cm
一重網目文
(染付)透明釉

高台径 4.2cm

4 ④トレンチ清掃中 磁器・仏飯需 肥前系 6.2cm 6.2cm
菊花散し

(朱色絵付)透 高台径 44cm

①トレンチ清掃中
磁器・五寸皿

(折縁形)

肥前系 15,6c皿 5.lcn
(赤・青・黒絵付)

透明釉

表 2 狭山藩陣屋跡01-1区出土遺物
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(01-4区 )

狭山 3丁目2395-1外 に所在する。この場所は明治維新まで北条氏の藩主が居住 して

いた御殿の一部にあたる。住宅の建築に伴つて発掘調査を実施した。予定されている建物

の規模にあわせて東西840cm、 南北780cmの調査区を設定し、掘削をおこなったところ現

状地盤より2 5cm下がった場所で第 1遺構面を検出した。 この面を精査し、遺構の検出に

つとめたところ、建物跡、土墳、溝などを検出した。建物跡は等間隔に並んだ柱穴群であ

り、調査区内において南北880cm、 東西340clllの規模をもつ。南北方向には 5基の柱穴が

並び、穴の中心間の間隔は平均9 5cmで ある。東西には4基の柱穴が並び、穴の中心の間

隔は平均113cmで ある。 この柱穴はいずれも深さが 5～ 10 clll程 度の浅いものであり、 元

来はこの箇所に礎石が据え置かれていたものと思われる。この建物の場所は周囲の上より

も明らかに砂、礫が多く含まれており、水はけを良くするためなどの目的で上を入れ替え

ている可能性が高い。

調査区の北端には東西方向の溝がみられた。調査区内での長さ600cm、 幅60cmで ある。

溝 1の北側の肩が調査区外でありその様相を窺うことができないが、南肩にはところどこ

ろに拳大の石が並べられている。

建物跡の西側に建物にほぽ平行するような南北方向の溝 2がみられた。この溝は調査調

査区内において長さ445cm、 幅50cm、 深さ15 cmで、溝を掘削したのち、黄灰色の粘上を

その中に入れて堅く締めるように埋めている。建物の雨落ちにあたる部分にこのような造

作を施して雨による浸食を防いだものと思われる。

建物の周囲には 4基の上墳がみられた。土墳 1は直径40cmの円形で深さは12 cm。 その

すぐ西に並ぶ土墳 2は東西92cm、 南北7 2cmの長方形で深さは1 7clll。 土墳 3は直径 110 cm

の円形で深さは 3 8clll。 土墳 4は南北140cm、 東西 1 3 0clllの 不整形の上渡で深さは30cmで

あった。土渡 3、 4か らは多くの遺物が出土している。 近隣の住民の方の記憶によると戦

前には今回建物跡が出上した場所には「弁天さん」の祠がまつられていたという。これが、

近世から御殿の守護神として祭祀されていたのか、あるいは明治以降にまつられたものな

のかは不明であるが、土渡 3、 4な どの遺物は近世のものが中心であるので、 この祠の建

つていた面は近世後期のものと同一の面であることは確かである。

第 1面の調査終了後、さらに掘削を進め、第 2遺構面の検出を開始した。第 1遺構面よ

り20cm下がつた位置で茶色シル トを主体 とする第 2遺構面を検出した。第 2遺構面にお

いては土墳を中心とする多くの遺構を検出することができた。

土墳 5は調査区内において南北288cm、 東西300clllの方形の土墳である。底面は 2段の

平坦な部分をもち、上は深さ65cm、 下は80cmで ある。土渡 6も方形の土墳で調査区内に

おいて南北 3 6 0cm、 東西288cm、 深さ28cmで ある。土墳 6は全体全体が炭の小片などを

多く含む暗灰色土に埋められている。また溝 3は土渡 6の底面を一部掘り込んで掘削され

たもので長さ260cm、 幅80cm、 深さ3 0cmで ある。底面は北側に傾斜する。この溝も土墳 6

と同様暗灰色土で埋められているので土墳 6と 同時に機能し、廃棄されたものと思われる。

また北側の上崚 5は溝 3の埋土を掘削して作られているので、溝 3は土渡 5に先行するこ
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0                  10cm

図 ll 狭山藩陣屋跡 01-4区 (2)

ととなる。溝は土墳 6の南に連続する溝で調査区内において長さ2880cm、 幅60cm、 深さ

は25cmである。底面は南に向かつて傾斜する。

土墳 7は土墳 5の西側に所在し、南北180cm、 東西 100cm、 深さ3 0cmで ある。ただし東

側の肩は土墳 5によって削られているので、やはりこの土墳 7も土墳 5に先行することと

なる。土墳 9は南北160cm、 東西180cmで、深さ38clll。 それに南接する土墳10は南北172

cm、 東西 140cm、 深さ42cmである。

また調査区の西側半分で 3基の焼土墳を検出した。 これは他の上墳とは異なり側面およ

び底面が赤変しており、また埋土も炭片などを多く含んだ黒灰色土が中心となっている。

焼土墳 1は南北 10 0clll、 東西 6 8cmの 長円形で、深さは2 0cm。 表面から3～ 4 clllが赤変し

ていた。焼土渡 2は直径40cmの円形で深さは 12cm。 また焼土墳 3は直径60cmの 円形で深

さは1 5cmであった。焼土墳 1の底面が平坦であるのに対して、焼土墳 2、 3はすり鉢状で

ある。

また焼土墳 1の位置より南西部、調査区内において南北220cm、 東西 240clllの 範囲につ

いては遺構面の上に砂利を敷いた痕跡がみられた。砂利は遺構面のシル トの中に食い込ん

でおり、おそらくは敷いた後、踏み固めなどの方法で締めたものと思われる。

第 2遺構面の一連の遺構のうち、注目されるのは 3基の焼土墳であろう。土墳 1の埋土
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面
号

図
番 遺  構 器  種 産  地 器 高 文 様 そ の他

1
掘削中
(1面より上)

磁器・小碗 肥前系 4.4 透明釉 (染付)馬に兵隊

2 掘削中
(1面 より上)

磁器・小碗 (端

反形)
肥前系 4.2 透明釉 (染付)外・見込み文様 高台径4.6

掘削中
(1面より上)

磁器・中碗 肥前系
透明釉 (染付)外・見込み二重
円に五弁花・高台裏一重円に名

高台径4.6

4 (2面)土坑 5 陶器・蓋 2.3

5 (2面)上坑 5 磁器・小碗 肥前系 透明釉 (染付)花
6 (2面 )土坑 5 磁器・中碗 肥前系 4.8 透明釉 (染付)折松葉帆

7 (2面 )上坑 5 磁器・小碗 肥前系 7.2 5,4

透明釉 (染付)外面 井・花内
面 四方欅文様 見込み二重円

8 (2面 )土坑 5 硯

長さ9.3

幅6

厚さ1

9 (2面)土坑 5
磁器・小皿 (平

形)
肥前系 3

透明釉 (染付)崩 し唐草 見込
み五弁花

(2面)土坑 5 陶器・中瓶底 瀬戸美濃系 褐色釉 底部8.2

(2面)土坑 5 陶器・中鉢 透明釉 (茶・青・緑染付)

12 (2面)土坑 5 土器・小甕 22 3.4

(2面)土坑 5 土器・焙烙 27.6 10.4

14 (2面)土坑 5 せつ器 。す り鉢 堺

(2面)土坑 6 陶器・仏飯器脚
部

京焼系 3.6 青色釉・白色釉

16 (2面)土坑 6 陶器・瓶類 (髪

油壺?)
3.4 茶褐色釉 高台径4

(2面 )土坑 6 金属製品・煙管
吹口

長さ3.8 吹
口径1.1

18 (2面)―
「

上占A 上器・焼塩壷 7.2 底径4,4

19 (2面)十坑 6 陶器・中碗 濃茶釉 高台径4.4

20 (2面 )土坑 6 磁器 。中碗 肥前系 94 透明釉 (青色染付) 高台径6

21 (2面 )土坑 6 陶器 。中碗 瀬戸美濃 系 灰色釉 高台裏名 高台径5

22 (2面)土坑 6 磁器・中碗 肥前系 12.4 6.4 透明釉 (染付)

23 (2面)土坑6 土人形 6.2 着物・手

24 (2面)土坑6 磁器・小皿 肥前系 ■9
釉
線

明
又

透
交

(染付)外 折松葉帆内
高台径6.4

25 (2面)土坑 6 土器 。焙烙 25.5 4.6 底径21.2

26 (2面 )土坑6 陶器 。中甕 10.2 薄緑釉 高台径10.4

27 (2面)土坑 7 磁器・ 中碗 肥前系 透明釉 (染付)網 目 高台径6.6

28 (2面 )土坑 7
磁器・小皿 (丸

形・輪花)
肥前系 10.6 3 透明釉 (染付)花 高台径6

29 (2面)土坑 7 陶器 。中碗 瀬戸美濃系 36
透明釉 見込み二重円に五弁花
高台裏名

30 (2面)土坑 9 磁器 。中碗 肥前系 5.2
透明釉 (染付)外 笹車 内青
地に白抜き雲

(2面)土坑 10 磁器・小碗 肥前系 透明釉 (染付) 高台径4

32 (2面)上坑10 磁器 。小皿 肥前系 8.4 透明釉 (染付)霊雲散し

表 3 狭山藩陣屋跡01-4区出土遺物観察表
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図 12 狭山藩陣屋跡01-4区焼土媛 1遺構平断面図 (S=]/40)

の内部からは少量ではあるが鉄屑が出土しており、 これらの遺構は鋳造に関わるものであ

る可能性が高い。土墳 6の埋土となっていた暗灰色土のなかにも多くの炭などの小片が含

まれており、これもやはり鋳造関連のものとみられる。同様の焼土墳は過去の狭山藩陣屋

跡での発掘調査の中でも、 00-4区に近接した旧御殿周辺の調査区でいくつか確認されて

いる。 00-4区 の場所は絵図などから近世後期には御殿であつたことは確実であるが、第

2遺構面の時代 (18世紀後半よりも以前)においては鋳造の工房などが設けられていたり、

あるいは御殿の内部にそのような施設が設けられていというような可能性が推測できるだ

ろう。さらに周辺での発掘調査を進めるとともに、各地の発掘事例を照合し類例を探す必

要があるだろう。

00-4区から出土した遺物のうち実測が可能なものは、図10、 11および表 3に掲載した

通りである。

＼＼＼
西高野街道

図 13 某英木北遺跡調査区位置図 (S=1/5000)
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2.茶東木北遺跡

莱英木北遺跡は大阪狭山市の南部に所在し、西除川 (旧 天野川)左岸の段丘面上に立地

している。縄文時代の遺物散布地として周知の埋蔵文化財包蔵地に指定されているが、遺

跡のほぼ中央を南北に西高野街道が通っており、近世の遺構 。遺物の存在も予想される遺

跡である。これまで茶英木北遺跡における発掘調査はほとんど行われていない。

(01-1区 )

本調査区は大阪狭山市茶英木 5丁 目736に所在する。住宅の建築に先だって発掘調査を

実施した。調査地のすぐ東側には南北に西高野街道が通つており、また西側には正法寺と

いう寺院や茶英木地区の墓地が立地している。予定される建物の規模や位置、基礎の深さ

などを考慮し、敷地の西側に南北600clll、 東西740cmの調査区を設定し発掘調査をおこな

った。調査区の北端で トレンチを掘削したところ現状地盤より15～ 2 0cm下がつた位置で

遺構面を検出したのでその高さまで掘削を実施した。この調査区における遺構面はこの 1

面のみであったとまた調査範囲を敷地の西側に設定したため、東側を走る西高野街道 との

関連を確認するために調査区の東端からさらに東側に伸びる幅 8 0cm、 長さ5 6 0clllの トレ

ンチを設定し、この部分においても平面的な発掘調査を実施した。

遺構としては井戸、溝、土墳などを検出した。溝 1、 2、 3はいずれも南北方向の溝で

溝 2は調査区中央で北側の端部を持つものの、他の 2本は調査区を貫いている。溝の底面

はいずれも北側に向かってわずかに傾斜している。このうち溝 3には東側に肥厚した部分

があり、その上墳状の部分の両端に丸瓦が建てられた状態で埋め込まれていた。これ らの

溝は水田などに伴う農耕用の水路であり、この瓦による遺構は水田の水口であると思われ

る。溝 3の埋土からは遺物が出土している。井戸 1は直径 120cm、 深さは60cmで、ほぼ垂

直に掘 られ、部分的には上部がオーバーハングした状態の箇所もみられる。側面に側板な

どを施さないいわゆる素掘りの井戸であるが、底面には円形に加工した板材を敷いている。

これは農業用の井戸などによくみられる構造であり、やはり農業用井戸あるいは水ためと

考えられる。なお現在ではこの遺構からの湧水はまったくみられなかった。この井戸に連

続して南側に伸びる南北方向の溝が溝 4である。溝 4は長さ2 75cmで南端が土墳状にふく

らんでいる。

調査区から東狽1に延ばした トレンチの部分では 2基の土渡がみられた。土墳 1は一部を

確認しただけだが円形の平面形をもつ。調査区内では東西160cm、 南北50cmの みを掘削し

ている。深さは18clllであった。そのさらに東側の土墳 2は直径105cmの ややいびつな円形

で、深さは90cm。 側面および底面には堅く締められた砂が貼り付けられていた。

遺構の全体的な構成からみて調査区西半分に所在する溝、井戸などは農業用のもの、 し

たがって西側は耕地であり、また東側の土墳 2な どは用途こそよくわからないが屋内に設

けられた遺構と考えられる。したがって西高野街道に面した東側の部分に建物が建ち、西

側、つまり建物の背後に耕地が存在する景観を想像することができるだろう。遺物か らみ
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て遺構の年代は近性後期であるとみられる。

01-1区から出た遺物の内実測可能なものは図1誅 表4に掲載した通りわずか2点にと

どまった。

0              4m

図 14 某黄木北遺跡01-1区遺構平画図 (S=]/80)
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⑧

0                  10cm

図 15 莱束木北遺跡 01-1区出土遺物

表 4 某英木北遺跡01-1区 出土遺物観察表

3.東野廃寺

東野廃寺は大阪狭山市の北部に所在する遺跡である。西除川右岸の中位段丘上に立地し

ている。東野廃寺とは現在の蓮光寺の場所に建立されていたとみられる古代の寺院である。

蓮光寺の境内には塔の心礎が残されており、本格的な発掘調査はこれまで実施されていな

いものの採集された瓦などから7世紀の第 3四半期に建立されたものと推定されている。

また蓮光寺の周辺からは火葬の蔵骨器とみられる奈良時代の須恵器壺なども出上している。

さらに蓮光寺のすぐ東側を南北に走る道は平野と高野山をつなぐ中高野街道である。

面
号

図
番

器 種 産 地 口 径 器 高 文 様 そ の 他

1 磁器 。中椀 肥 前 系 1 0cm 5。 2cn
透明釉 (青色染付)外
草花 。扇子 見込み
葉 高台裏銘

高台径 3.8cn

2 磁器・中椀 肥 前 系 10.5cm 5.4cm
透明釉 (青色染付)外
草 内面・見込み

高台径 4cm
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図 16 東野廃寺調査区位置図 (S=1/5000)

(01-1区 )

本調査区は東野中2丁目994-2に所在する。住宅の建築に伴つて発掘届が提出された。

調査地は東野廃寺の中心部と思われる現在の蓮光寺から畑 l筆をはさんで北側の敷地であ

り、東野廃寺と関連する遺物、遺構の存在が予想できたため発掘調査を実施することとな

った。

予定されている建物は盛土を施して建てられるため、遺構の所在するレベルを確認する

目的で、南北 16 0cm、 東西140 0cmの 調査区を設定し平面的な調査を実施した。その結果

東野廃寺に関連する遺物遺構は検出できなかったが、近世の遺物、遺構を確認することが

できた。

現状地盤から10cm掘削した箇所で地山面とみられる遺構面を検出した。地山は明茶灰

色シル トを主体とする。本調査区で検出した遺構は溝、土墳などであった。溝はいづれも

南北方向で深さは15cm程度の浅いものである。すべて溝の底面は南から北に傾斜している。

溝 3か ら溝 6までは間隔がほぼ240cmで等間隔に配置されている。溝 2は調査区内で南端

をもち南側の土墳 1に連続している。土墳 1は南北112cm、 東西132cmの 長円形で深さは

35cmで あった。

なお (01-1区)か らは実測が可能な土器は出土していないが、遺物の細片には染付の磁

器が多く遺構の年代は近世と推定される。

今回の調査は、遺構の全体像を理解するには調査範囲が狭いが、今回出土した溝などは

農耕に伴うものとみるのが妥当であろう。なお遺構面と蓮光寺の境内のレベルとを比較す

ると境内が8 0cmか らlm程度高く、調査地付近がいつの時代にか削平を受けている可能

性も考えられる。
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4.金蔵寺跡

金蔵寺跡は大阪狭山市の西部に所在する。陶器山丘陵の一部およびその中に入り込んだ

谷地形に立地している。現在遺跡の中心地には三都神社という神社が所在するが、明治初

年の神仏分離、廃仏棄釈以前には金蔵寺という寺院があつた。寺院の創建などについては

これまで発掘調査などもなく不明であるが、小字名などから遺跡の範囲が推定され周知の

埋蔵文化財包蔵地となっている。

(01-1区 )

今熊 5丁目624に所在する。調査地は今熊集落の南西端にあたり、背後は山林となって

いる。調査地から100m南西には三都神社が鎮座している。住宅の建築に伴つて発掘調査

を実施した。

予定されている住宅の規模にあわせて東西810cm、 南北440cmの 調査区を設定し、掘削

をおこなったところ現状地盤より18cmさ がった箇所 (T.P.106.15m)に おいて遺構面を検

出した。遺構の精査に努めたところ土崚、溝など多くの遺構を検出することができた。

調査区の北東隅において遺構面が深さ最大60cmにわたって東北側に傾斜している部分 (落

ち込み 1)を検出した。この部分の少し西側には南に伸びる小道があり、その小道を少し

進むと谷をせき止めた溜池がある。現在、調査地周辺は平坦であるが、このような地形を

考え合わせると、元来は調査地の西側には南北方向の谷が走っておりそれを埋め立てて平

坦面が作られているものと思われる。落ち込み 1は この谷に続 く傾斜であろう。ここから

は湊焼甕、青磁碗などが出上しており、この谷の埋め立ても近世に行われたものであろう。

この落ち込み 1よ りも東側の遺構面はほぼ平坦であるが、周辺の地形条件を考えると、こ

のような平坦面が自然に形成されていたとは考えがたく、斜面の削平などによって人為的

に形成されたものであろう。
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0                2m

図 19 金蔵寺跡01-1区遺構平断面図 (S=1/50)
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0                 1ocm
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図 21 金蔵寺跡 01-1区出土遺物 (2)
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図 22 金蔵寺跡01-1区出土遺物(3)

図面番号 遺構面 器  種 産 地 口 径 器 高 文  様 そ の他

1 土療 1 磁器 。中椀 肥前1系 9.2cm 6.9cm ?(透明釉)

2 土療 1 陶器・小皿 瀬戸美濃系 14.6cn 4.6cm (透明釉)

3 土療 1 磁器 。中椀 肥前系 1 lcm 5.9cm (透明釉)

4 土蹟 1 土器・甕 堺 26cm 9.lcm

土療4 須恵器・甕 東播系 33cm 11.4cn

土渡 5 土器・練鉢 東播系 29.6cm 8.3cn

土療 5 陶器・小皿 瀬戸美濃系 12.5c皿 3.lcm (透明釉)

土墳 6 土師皿 9.2cn 1.6c皿

土壌 5 土器 。羽釜 河 内 20cm 10。 9cm

土壌 6 土器・羽釜 河 内 10.6cm 6.3clll

土壊 5 土器・瓶 40.8cm 30.2cm

土猿 5 土器・甕 16cn 底径 25。4cm

土壌 2 土器・甕 6.9cn 底径 3 1clll

14 土墳 5 土器・甕 20.4cm 底径42cn

含包層中 土器・甕 6.9cm

土壌 4 土器・甕 7.2cm

土猿 4 土器・羽釜 3.2ca

18 上騰 4 土師・羽釜 6.9cm

土壊 4 瓦質・羽釜 5.5cm

20 土墳 5 土器・甕 9cm

21 土壌 5 瓦質・甕 5.5c皿

22 土療 5 土師・羽釜 4.7cm

土墳 5 瓦質・火鉢 5。 9cm

24 土墳6 瓦質・羽釜 4.6ca

土療 6 瓦質・甕 6.9cm
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調査区のほぼ中央を溝 1が南北に通っている。幅は32cm、 調査区内における長さは440

cm、 深さは20cmで底面は北側に向けて傾斜している。溝のには差し渡しが 10～ 2 0cmの 自

然石が多く入れられていたが、これらは明瞭な配列を示してはいない。溝 1よ り少し西側

に長径 3 0cm、 短径 2 0cmの楕円形の土墳があるが、 この土墳の内部は深さ20c mまで堀 り

さげられているものの、底面には黄灰色砂を長径 15cmの楕円形に遺構面の高さまで盛 り

たてた突起状の遺構がみられた。鋳物のナカゴのような形態であるが、土に赤変した様子

はなく遺構の性格は不明である。溝 1の東側に接して二つの土墳がみられた。土墳 2は 1

辺が 80cm、 60cmの 直角三角形に似た形態で深さは2 8cm。 土墳 3は径 9 0clllの半円形で深さ

は1 8clllで あった。また調査区の南側の上墳 4は長径 90cm、 短径 6 8cmの 楕円形。深さは23

cmである。 この土墳からは中世の遺物が出土している。 また土墳 5は 110cm・ 70cmの長

方形で、深さは40cm。 土師質の甕が 2点重なりあった状態で内部から出土している。土渡

8は長径16 0cm・ 短径 110cmの精円形。深さは5 0cmで ある。

遺構の全体としての性格は不明であるが、これらの土墳の内部からは甕などが割れた状

態で出上しているので、いづれも投棄用の穴と思われる。また出土遺物は近世のものが中

心であるが土墳 4出土遺物のように中世遺物を含んでいるものもあり、同一平面を長期に

わたつて使用していたことがわかる。調査地は小宇 「門の内」に含まれ中世には大寺院で

あったといわれる金蔵寺の境内に含まれると思われるが、今回の調査で中世の遺物を検出

したことはこの遺跡の性格を考える上で重要であろう。

01-1区 より出土した遺物は図20～ 22お よび表 5に示した通 りである。
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5.狭山新宿遺跡

狭山新宿遺跡は今年度新規に発見された遺跡である。狭山池の堤防を通 り、そのままま

っすぐ南東に伸びる道は、東除にかかる橋の手前で狭山藩陣屋の大手筋と合流し、現在の

大阪狭山市駅前を通過し富田林市甘山方面につながる古い道である。慶長 13年 (1608)片

桐且元が狭山池を改修した際に、この道の両側に30軒の屋敷地を確保し、そ こに池の樋を

管理する樋役人を住まわせた。それぞれの屋敷地は間口6間、奥行60間の細長い土地であ

り、この土地の年貢は樋役人の職務を考え特別に免除されていた。この樋役人が集住して

いたのは、東除川にかかる狭山橋からおおよそ現在の大阪狭山市駅あたりまでの間である

と考えられ、狭山新宿や狭山新町と呼ばれていた。これまでこの周辺での開発は少なくこ

の場所は遺跡とされていなかったが、今回01-1区 となった発掘に先立つ掘調査で近世の

遺物、遺構が検出され、またこの遺跡が先に述べた通り歴史的にも非常に重要な価値をも

つと考えられたため、あらたに周知の埋蔵文化財包蔵地に指定したものである。遺跡の名

称は歴史的な経過を考慮して 「狭山新宿遺跡」とすることとした。

図 23 狭山池惣絵図 (ト レース図)
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(01-1区 )

狭山新宿のもっとも北西には浄土宗の報恩寺という寺院が建立されている。この寺院の

本堂および庫裏の建て替えに伴つて発掘調査を実施した。予定される建物は細長いため、

調査区も2地区にわけ、東部には 4m・ 4mの調査区を、また西部には東西1800cm・ 1380

cmの調査区を設定して調査を実施した。また両調査区には幅 6 0cm。 長さ2500mの トレン

チを掘削して遺構、遺物の状態を調べた。その結果東側の調査区においては現状地盤の下

に20clllの厚さで盛土が施してあり、その下は水田の作土となっていた。作土の厚さは18cm

でその下はすぐ地山となり、遺構面は検出できなかった。 トレンチにおいてもほぼ同様の

結果を得たので、調査は西側の調査区に限定して進めることとした。西側の調査区はほぼ

これまで報恩寺の本堂が建てられていた場所にあたっている。

発掘開始以前の調査地は調査区東端より900cmま での部分は最大で50cm、 西側の部分よ

り高くなっていた。この面はゆるやかに西側に傾斜し、35 cmの段差をへて西側の部分につ

ながっていた。高くなった部分には最近解体されるまで報恩寺の本堂が建てられてお り、

この部分はその基壇であると考えられる。本堂は平たい礎石の上に柱が載っていたが、こ

れは解体の際に撤去されていた。

この現状地盤から20 cm掘削した箇所で第 1遺構面を検出した。この面においても東西の

地表面に35cm程度の段差がある。この段はやはり寺院の基壇にともなうものであろう。た

だし西側の段の上では遺構はほとんど検出できなかった。礎石を用いて建立した建物であ

ったため礎石撤去後は顕著な遺構が残存しなかったものと思われる。この段差から東側に

は南北方向の溝 2本とそれにはさまれた柱列などが検出された。溝 1は段差のすぐ東側を

走る南北方向の溝で、北側に向けて幅が広がっている。調査区内で確認できる長さは1140

clllで 幅は北端で570cm、 南端で 180clll、 深さは12cmで ある。

この溝の東側に幅150cmほ どの平坦な場所があり、そこに4基の柱穴が平均270clllの間隔

で直線に並んでいた。これは明かに塀や柵などに伴う柱列と思われる。この柱列の位置は

ちようど元来の報恩寺敷地の東端にあたるため、境界のための柵、塀などの遺構と考えら

れる。またこの柱列の東側には溝あるいは土墳と思われる掘 り込みがあるが、調査区の内

部ではその東側の肩を検出しているだけである。この溝 2の内部には複雑に切り合った状

態の土墳が 3基みられる。溝の一番深い部分の深さは22clllで ある。

これまでの記述では段差の左右で最初に検出された遺構面を第 1遺構面として記述して

きた。東西の第 1遺構面がほぼ同時代のものであることは間違いがないと思われる。更に

掘削を続けた結果、レベルが高い西側では4枚の遺構面が検出され、第 5遺構面にいたっ

て東西の遺構面の高さはまったく等しくなり、また東西の遺構も連続性を示すようになる。

この第 5遺構面は調査区の東側だけに限定すれば第 2遺構面ということになる。またさら

にその下に第 6遺構面も存在していた。このように東西の遺構面の対応関係は非常に複雑

であるため、ここでは西側の遺構面の数次を基準として以下の説明を続けることとしたい。

第 2遺構面は西側のみの遺構面である。第 1遺構面を15cm掘削した場所で検出された。

この面は砂と粘土を混ぜた上を地面の上に置き、堅くしめたもので、いわば土間状に加工
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(第 2面・西側のみ )

(第 4面・西側のみ)

図 26 狭山新宿遺跡01-1区第 2・ 4面平面図 (S=1/120)

o            5m
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(第 5面石組溝)

(第 6面・西側のみ )

0       1m

0            5m

図 27 狭山新宿遺跡01-1区第 5・ 6面平面図
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された面である。厚さは 1～ 2 cmで ある。調査区内では南北960cm、 東西720cmの範囲で

このような面を検出することができた。この面においてはこの堅く締められた層のみが遺

構といえるものであり、他の遺構はみられない。

第 3遺構面も西側のみの遺構面である。第 2遺構面で確認された土問状の層をはがして

検出されたのが第 3遺構面である。この層は第 2遺構面を貼るために盛り土を施し平坦 に

整えられた下部構造ともいうべき面であり、第 2遺構面との時期差は考えられないだろう。

この面においても顕著な遺構は検出できなかった。

第 4遺構面も西側だけの遺構面である。第 3遺構面から5～ 8 cm程度掘削を進めたとこ

ろ、淡灰茶色土を主体とする第 4遺構面を検出した。第 4遺構面では土渡数基や溝などを

検出している。土墳 3は調査区外に一部はみ出すが、その部分についても掘削を進めたと

ころ直径160cmの正円形の土墳で、深さは65 clllで 底部も平坦に仕上げられていた。掘削中

は井戸の可能性を考えていたが深さなどからその可能性は少なく用途は不明である。出土

遺物から近世前期の遺構面と考えられる。

第 4面からさらに 5 cm掘削を進めたところで第 5遺構面を検出した。この遺構面におい

て東西の地表の高さはほぼ等しくなった。ただこの遺構面の真ん中を南北に走る 2本の溝

の周辺だけは理め立てられ、そこにさらに石組を含む溝が掘られていたので、ここでは上

のものを第 5遺構面とし、下のものを第 6遺構面としたい。第 5遺構面の石組溝は正確に

は 2本の別個の溝が隣接したもので方向はともに南北、一番南で土墳に連続して止まって

いる。溝はともに深さ15cmで、土墳は南北 100cm、 東西90cmの長方形、深さは25cmで あ

つた。溝 2本は全く平行して走っているが、その境界付近に拳大の石がかたまった状態で

出土し、ホウラクなど近世前期の遺物もそのなかに混ざっていた。

第 5遺構面の溝部分を掘削したのち、さらに掘 り進め、第 6遺構面の全体的な掘削をお

こなった。第 6遺構面は南北方向に走る 2本の溝 とその西側の数基の土墳からなる。溝は

西側のものが幅280cm、 深さ40clllで西側斜面では途中で段をもち、その段の平面図に 3基

の柱穴をもつ。東側の溝は幅50cm、 深さ35 cmであった。また土渡 6は調査区内で南北120

clll,東西220cmを 計り、深さは45cm。 2段に堀 りこまれている。土墳 7は調査区内におい

て東西88cm、 南北 120clll、 深さ40cmである。

また本調査区より出土した遺物の詳細については図28、 29及び表 6に掲載した通 りであ

る。狭山新宿遺跡01-1区では、調査前の予想と反して非常に多くの遺構面を検出するこ

とができた。この調査区を特徴づけるのは調査区の西半分をしめる西側の段である。この

段は寺院の基壇として作 られたものであるが、第 5、 6遺構面の時代である近世の初期～

前期にはいまだこの段は存在せず、その後 3～ 4回にわたって少しづつ盛土を施されてい

つたことが明かになった。報恩寺は慶長 6年 (1601)に 金蓮社幡誉上人哲道大和尚によっ

て開基され、享保 9年 (1723)に改築されている。慶長 6年というのは片桐且元によって

狭山池が改修され狭山新宿の町並みが作られた慶長13年 (1608)よ り7年早い。また現在

報恩寺の北側を東除川が流れているが、これが開削されたのも狭山池慶長の改修に際して

であるから、やはり報恩寺創建以後ということになる。今回出土した遺構のうち第 5、 6
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図 28 狭山新宿遺跡01-1区出土遺物(1)
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図 29 狭山新宿遺跡 01-]区出土遺物(2)

遺構面は近世初期～前期が出土しているのでおそらくは享保 6年の再建以前の遺構面であ

ろう。西側の基壇は第 4面以後に作られたものであるから現在の場所に基壇が作 られて本

堂が建立されたのはそれ以後ということになる。それ以前には本堂は別の場所、おそらく

は現在よりも南側に建てられていたか、あるいは現在の場所に建立されていたとすれば基

壇を伴わない建物であったということになる。
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面
号

図
番 層 序 遺  構 器  種 産  地 口径 器高 文   様 そ の他

1 第 1面 】ヒトレンチ中 磁器 。大碗 肥前系

外面緑釉 (染付)

裏面崩し角福
縁内四方 欅、

見込み五弁

高台径46

第 1面 北 トレンチ中 磁器・ 肥前系 4.4
透明釉 (染付)

唐草
高台径8.4

第 1面 北 トレンチ 土器・中甕 24 77

第 1面 北 トレンチ 土器・中甕 26 8.1

5 第 1面 磁器・小皿 肥前系 11

透明釉 (染付)

見込み草
口縁輪花形

高台径5.8

6 第 1面 土壌 1中 磁器・中碗 瀬戸美濃系 透明釉 (染付)草 高台径3.8

7 第 1面 土療 1中 磁器・酒杯 肥前系
透明釉 (染付・

赤絵付・金)草花
高台径3

第 1面 土嬢 1中 磁器・猪口 肥前系 7.4 5
透明釉 (青色染
付)縁内四方欅

第 1面 土渡 1中 磁器・猪口 月巴前系 7.2 44
透明釉 (染付)

縁内四方欅

第 1面 土墳 1中 磁器・不明 肥前系 4.1 薄緑色釉 高台径 10

第 1面 土境 1中 せつ器・播 堺 22
12 第 1面 土墳 1中 陶器・鉢 20 7 透明釉

第4面 土墳 4 磁器・中碗 月巴前系 10 4.4
透明釉 (染付)

草花

14 第 4面 土墳 3 磁器・中碗 肥前系 3.8
透明釉 (染付)

車見込み輪ハゲ
高台径44

第 4面 土療 3 須恵器・甕 厚さ1

16 第 4面 土墳 3 瓦 長さ7.4

厚さ1.3

第 4面 土墳 3 陶器 。中皿 肥前系 3.8 茶・白釉 高台径10,4

第 4面 土塘 3 土器・土鍋 4 赤茶釉
第4面
より下

土器・火入 18

20 第 4面 上墳 4セクシ

ョン
陶器 。中皿 丹波 茶釉 高台径4.2

第 5面 溝 1 磁器・中碗 肥前系 43
透明釉 (染付)

草花
22 第 5面 溝 1 土器・焙烙 26

23 第 5面 掘削中 (第 5

面より上)
土器・土師皿 47 ■8

24 第 4面 土壌 3 土器・土師皿 9.4

25 第 4面 土嬢 3 せつ器・中 信楽 22
26 第 4面 土墳 3 須恵器・甕 7 厚さ0.9

第 4面 土壌 3 土器・不明 厚さ0.6

表 6 狭山新宿遺跡 01-1区 出土遺物観察表
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ま と め

平成14年度はいずれも小規模な調査地が中心であったが、例年と比較して多くの発掘

調査を実施することができ、その成果も一定のものがあったということができるだろう。

狭山藩陣屋跡では、00-8区では狭山藩藩士邸宅の一部を、また01-4区では藩主御殿の

一部を発掘した。00-8区は藩士邸宅台所部分にあたると思われ、カマ ドや水壺など生活

施設が出土している。

また01-4区は第 1遺構面からは弁天社の建物跡、第 2遺構面からは多くの土嬢や焼土

墳が出土し、鋳物などの工房であった可能性も考えられる。藩主御殿のなかでこのような

工房が営まれていたとすればその意味が問われなければならないだろう。

茶束木北遺跡01-1区、東野廃寺01-1区からはいずれも近世の遺物、遺構が出土して

いる。ともに高野街道に隣接した調査区であるが、今後も調査を継続することによって街

道に沿って生活する人々の暮 らしを明かにできるだろう。

金蔵寺跡01-1区からも近世の遺構・遺物にまじって中世のものが出土している。この

遺跡ではこれまでほとんど調査が行われて来なかったが、この調査いよって金蔵寺遺跡が

中世から継続して営まれている遺跡であることが明かになった。

狭山新宿遺跡は新規発見の遺跡であるが、狭山池慶長の改修の直前に建立された寺院の

歴史の一端を知ることが可能となった。

-40-



図 30 狭山藩陣屋付近の小字図
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書 名 大阪狭山市内遺跡群発掘調査報告書12
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な
ル名

甘
跡遺

り
蔵

ふ
所

な
地在

ふ
所

コー ド

市町村
】ヒ 漁常 東 経 調査区

調査面積

(∬ )

さやまはんじんやあと

狭 山 藩 陣 屋 跡

おおさかふおおさかさやましさやま

大阪府大阪狭山市狭山

27231 34度

30分

15秒

135度

33分

30秒

00-8

01-1 48

01-4

ぐみのききたいせき

莱 束 木 北 遺 跡

おおさかふおおさかさゃましぐみのき

大阪府大阪狭山市茶爽木

27231 34度

29分

00秒

135度

33分

30秒

00-1

ひ が し の は い じ

東 野 廃 寺

おおさかふおおさかさやましひがしのなか

大阪府大阪狭山市東野中

27231 34度

31分

00秒

135度

33分

30秒

00-1

き ん で う じ あ と

金 蔵 寺 跡

おおさかふおおさかさやましいまくま

大阪府大阪狭山市今熊

27231 34度

29分

15秒

135度

32分

15秒

00-1

さやましんじゅくいせき

狭 山 新 宿 遺 跡

おおさかふおおさかさやましさやま

大阪府大阪狭山市狭山

27231 34度

30分

15秒

135度

33分

30秒

00-1 26

所 収 遺 跡 種 男ll 主 な 時 代 主 な 遺 構 主 な 遺 物

狭山藩陣屋跡

茶爽木北遺跡

東野廃寺

金蔵寺跡

狭山新宿遺跡

城館跡

集落

集落

寺院

集落

江戸時代

江戸時代

江戸時代

中世、江戸時代

江戸時代

00-8区

楚跡、石列、土渡

01-1区

城館濠

01-4区

神社跡、土墳、焼土墳

01-1区

溝、井戸

01-1区

溝

01-1区

溝、土墳

01-1区

寺院基壇、溝、上渡

00-8区

磁器椀、鳩笛、唐津椀、現

01-1区

01-4区

磁器椀、橘 り鉢、ホウラク

01-1区

磁器椀

01-1区

01-1区

土師器羽釜、磁器椀、須恵器甕

01-1区

磁器椀、信り鉢、土師皿
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a石 列 2

b.土墳 1

c土境 1
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b.全景

(南東から)

a全 景

(南 か ら)

c全景

(北東から)
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a土 境 6

b土 垢 6

断面

c上境 6・ 溝 3

断面
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b清 列 (南 から)

a全 景 (東 か ら)

C.西側の溝列
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a.東側調査 区

全景

b東 側調査 区

断面

c東 西 トレンチ
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a第 1面
段差

b.第 1面
基壇上面

c第 1面
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a。 第 2面

b.第 4面
全景

c.第 4面
上境 4
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a第 3面
上墳

b第 4面
上壊 1

c第 4面
上境 1断面
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a石組溝

b石組溝

(北から)

c土器出土状況
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a第 6面
テ寺ラ」

b第 6面
西半分

c第 6面
上境 6・ 7
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